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学位論文内容の要旨

  モンシデムシ(Nicrophorus属）は幼虫の餌としてネズミなど小型の脊椎動物の死体を必要とする。

彼らは、通常は雄雌が一組となって死体を地中に埋め込み似下この行動を蹴iとよぶ）、毛

などを取り除いて口や肛門から出る分泌物を塗りっけながらボール状に丸める（以下「処理iとよ

ぶ）。ついでメスは死体周辺の地中に産卵し、孵化した幼虫は両親から口移しで腐肉を与えられて

成長する。動物の死体は栄養豊富であるため、脊椎動物、ハエ、アリ等の様々な生物を誘引する。

しかしそれほど容易に入手できる資源ではないので、死体をめぐる生物間の競争は一般に激しいと

いわれている。特にモンシデムシは繁殖に特定の大きさの死体が必須であるため、死体をめぐる競

争はとりわけ激しいと予想される。

  しかし、モンシデムシの競争をあっかったこれまでの研究のほとんどは種間の資源利用の違いや

埋葬後の死体の乗っ取りに関するものであり、自然条件下での彼らの餌をめぐる競争の全貌は未だ

に明らかになっていない。更に、モンシデムシと死体に集まる他の生物との競争についてはほとん

ど解明されていない。そこで本研究では死体をめぐるモンシデムシ相互およびモンシデムシと他の

生物の競争について調査を行った。特に、従来の研究では一括して扱われていた死体のI購と

「 処 理 Jが 競 争 に お よ ぼ す 影 響 を 区 別 し て 評 価 す る こ と に 重 点 を お い た 。

  博士論文は二章から構成されている。第一章では北海道大学中川地方演習林におけるモンシデム

シの季節消長と環境選好性、および鋼；外に放置したマウス、ラット死体をめぐるモンシデムシと他

の生物との競争に関する調査結果を示した。第二章では、一連の野外実験の結果に基づき、モンシ

デムシによる死体の「埋葬」と「処理Jカ湖浄相手（他のモンシデムシ、ハエ、菌類）に及ぽす影

響について述べた。主要な結果は以下の通りである。

  1）中川地方演習林ではマェモンシデムシ、ヨッポシモンシデムシ、ツノグ口モンシデムシ、ヒ

メク口シデムシ、ヒ口オビモンシデムシの5種が採集された。どの種も針広混交の天然林で主に採

集され、個怖数の多い前4種については明確な季節的棲み分けは認められなかった。また、野外に

設置したマウス、ラット死体の大半（96％）がモンシデムシやキツネなどによって利用されたが、

モンシデムシの種間には、利用した死体の大きさに違いは認められなかった。以上の結果は、他の

地域と同様に中川地方演習林においてもモンシデムシの利用できる歹E体）坏足カゞちであり、生息場

所、活動季節、利用死体サイズの重なる複数種のモンシデムシの間で死体を巡る激しい競争が生じ

ていることを強く示唆する。
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  2）野外に放置したマウス歹巨体上におけるモンシデムシの種内、種問の干渉行動を観察し、接近、

接触、組み合い、追跡の4行動を区別した。同種内では闘争をともなう激しい干渉行動が観察され

たのに対し、異椡司では直接の闘争無しに優劣が決まった。このことから、異種間の優劣の決定に

は、 フウ ロモ ンの よ うな 直接 的な 干渉 行動 以外 の要 因が 関与 して いる と考 え られ た。

  3）ツノグロモンシデムシを用いて、死体の「埋葬」と「処理」が他のモンシデムシによる死体

発見を防く劫ゝどうかを検討した。ツノグロに埋葬された死体と埋葬されていない死体には、誘引さ

れたモンシデムシの個体数に有意な差は見られなかった。このことはモンシデムシによる蹴

自体は、同種傴附こおよび、異種モンシデムシとの競争を軽減しないことを示している。一方、ツノ

グロに処理された死体に誘引さゎた傴附激は少なく、「処理」には他のモンシデムシによる死体の

発見を妨げる効果があると考えられた。

  4)モンシデムシ間の競争に於いては、通常は大型種が勝つことが知られているが、ツノグ口モ

ンシデムシ（相う寸的に大型）とヨッボシモンシデムシ偽孜オ的に小型）の優劣関係について調べた

ところ、死謝；の埋葬前には、′J澑覲重であるヨッボシがより大型種であるツノグ口より多くの死体を

占有した。一方、ツノグロカ塒した死体のヨッポシによる乗っ取りはまれだったが、ヨッポシが

埋葬した死体のツノグロによる乗っ取りは頻繁に生じた。ガラス容器を用いた行動の直接観察によ

っても埋葬前後の優劣J頓位の~r芥確認された。また、野外観察の結果と同様に直接の闘争はあま

り起こらなかった。これらの結果は、死体哩鄰寺にツノグロがヨッボシに労働寄生している可能性

があることを示している。

  5）モンシデムシによる「埋葬」と「処理Iカ謬淋に誘引されるハエの幼虫の発生を防いでいる

可能陸を検討した。事前にハエが産卵した死体をツノグロに与えたところ、ほとんどの死体でハエ

の幼虫の発生カ湘えられた。ツノグロによって事前に埋葬された死体でもツノグ口がそこにとどま

っているカゝ否：かにかかわら｀ヂハエの幼虫の発生は少Iなかった。更に埋葬された死体に誘引されるハ

ェの傴懺は地上に放置した死体に比ベ有意に少なかった。以上の結果からモンシデムシによる死

体の「埋葬」と「処理」はいずれもハエの幼虫の発生を防いでいることが明らかになった。

  6）事前に少量のカピを塗りっけた鶏肉を用いて、モンシデムシによる「埋葬」とr夊輩乳カ流

体上のカピの発生を防いでいる可能性を検討した。地表に放置した未処理の鶏肉と人為的に埋葬し

た未処理の鶏肉の大半（7 7．8％）でカピが顕著に増加したのに対し、処理後にモンシデムシを

除去し地表に放置した鶏肉と、モンシラ払シカ湖！中で世話をし続けた鶏肉の大半（8 8．O％）で

は、カピの発生カ洲された。以上のことからモンシデムシによる「埋葬」にはカピを防く誇り果は

ないが、「処理Jには高い効果があることカ~i--<rされた。

  7）以上の結果からモンシデムシによる歹E体の「埋葬」と「処理」は、歹E体をめぐる競争におい

て異なる機能を持つことが明らかになった。「埋葬」にはハエの幼虫の発生を防く勘果はあるが、

従来仮定されていた他のモンシデムシからの発見を防く謝屎や腐敗の進行を遅らせる効果は低い。

一フ亨、死体の「51Lu璽」には他のモンシデムシやハエを防く驚操と腐敗の進行を妨げる効果の全てが

認められた。「5(tf~lによるハエの発生の防御にはシデムシ成虫による直接的なハ工卵の除去と、

親虫による死体への分泌物の塗布の双方カ鰍しているものと思われる。一方、他のシデムシによ

る発見効率の低下とカピの防御にかんしては、分泌液の塗布がこれらの効果を引き起こしている可

肯酎生カ滴い。このことは、今恒Iの謬げ-では「処理1として―括したプロセスの中にも複数の異なっ

た要素ガ冶まれていることを意味する。また、分泌液中のどの物質が上記の効果を引き起こしてい

るかは全く不明である。今後、これらの点を解明して行くと共に、「埋葬」が他の機能を持つ（例

えば乾燥を防く'司縱について検討ずる必勲ミあると思われる。
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学位論文審査の要旨
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    学位論文題名

Competitive Interactions of Burying Beetles

    (Nic7'oウカ〇ダ勿S：Silphidae：COleoptera）

    inCarrionCOnSumingCOmmunitieS

（死体利用生物群集におけるモンシデムシ類の競争関係）

本研究は、小動物の死体をめぐるモンシデムシ属（Maて)r)ぬ〇njs）甲虫の競争を扱ってい

る。種間競争が群集の構成や群集内の多種の共存にどのような役割を果たしているかについ

ては近年激しい論争があり、それを検証するために様々な観点から多くの研究が行われてき

た。しかし、自然条件下で種間競争を検出することは色々な困難を伴うため、それが群集に

及ぽす影響はいまだに良く解明されていない。自然条件下の種間競争を解析するためには、

適切な砌謗改頓離幽勿の選択が不可欠だが・、以下の理由から、著者カ諏彩夥吋象に選んだモンシ

デムシ類は、餌資源を巡る競争を研究する理想的な材料であると考えられる。ます第一に、

この甲虫はネズミや′j倣どの小型脊椎動物の死体を地中に埋め、それを餌として子育てを

行うという特異な習性を持つ。小型脊椎動物の死体は栄養面では優れているが、bゝ つ巡り会

えるか予測の難しい供給の不安定な餌資源である。それにもかかわらず、モンシデムシはし

ばしぱ同じ地域に複数の種類が高密度で生息している。したがって、モンシデムシ類の同種

個体間、異種個体間には餌を巡る激しい競争が起こっていることが予想される。第二に、モ

ンシデムシ以外の様々な生物が死体を利用しようとするため、そのような生物との競争も激

しいと恩われる。第三に、モンシデムシ類の競争は餌となる小動物の死体を巡り狭い空間内

で生じるので、様々な状況を実験的に設定して競争関係を直接解析することが比較的容易で

ある。著者は、モンシデムシのこのような特性を生かした研究計画をたて、同じ地域に生息

する複数種のモンシデムシの時間的・空間的な資源利用のバターンを調べるとともに、モン

シデム シ種間、及びモンシデムシと他の生物の間に起こる種間競争をしらぺた。

  まず著者は北海道大学中川演習林におけるトラップを用いた定期採集によって、（1）調

査地に分布する5種のモンシデムシ中4種の間には明確な季節的、空間的棲み分けが認めら

れないこと、（2）野外に設置したマウスやラットの死体のほとんどがモンシデムシを含む

動物によって利用されること、（3）これらの死体に誘引されたモンシデムシ種間には利用

する死体の大きさに差がないこと、（4）死体上でモンシデムシ種間の直接的な競争が実際

に起こっていることをあきらかにし、そこから、モンシデムシの利用できる歹酎本は野外では
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不足がちであり、生息場所、活動季節、利用死体サイズの重なる複数睡のモンシデムシの間
に死体を巡る激しい競争が生じていると結論した。

  ついで著者は、モンシデムシが繁殖の際に死体を「埋葬」することに着目し、この埋葬行
動が主な競争相手（他のモンシデムシ、ハ工、菌類）との競争にどのような影響を及ぽすか

を研究した。その際に、著者は埋葬行動を(A)死体の土中への「埋め込み」と、(B)土

中の小室で死体から毛や羽毛を取り除き、口および肛門から分泌される液を塗りっけながら
ボール状に丸める唆瑠弘、のニつに区分し、このニつの要素が競争に及ぽす影響を一連の

野外実験によって評価した。その結果は以下の通りである。（1）モンシデムシによる死体
の「埋め込み」には他のモンシデムシによる発見を妨げる効果は認められないが、「処理」

には発見を妨げる効果がある。（2）「埋め込み」と「処理」のいずれも、ハエの発生を妨げ
る効果がある。（3）「埋め込み」にはカピの増殖を妨げる効果はないが、l3虹理」にはカピ

の増殖は妨げる顕著な効果がある。
以上のように、著者は、モンシデムシによる死体の「埋葬」は実際に種間関係に大きな影

響を与えており、さらに、従来区別されていなかった「埋め込み」と啖園にはそれぞわ

異なった機能があることを明らかにした。また、「処理」のなかでも、「毛や羽の取り除き」
と 「 分 泌 物 の 塗 布 」 に は 異 な っ た 役 割 が あ る こ と も 示 唆 し て い る 。

  モンシデムシは小型動物の死体を餌として子育てを行うという特異な習性を持っために、
彼らの育児習性については多くの研究がある。また、死体を巡る同種圃体間の競争に関して

も、古くから研究されてきた。しかし、異種のモンシデムシ間、あるいはモンシデムシと他
の生物の競争の実体については、ほとんど明らかにされていなかった。本研究は自然条件下
におけるモンシデムシの種間競争の実体をその特異な行動様式と結びっけて具体的に解析し、

これまでの研究が見逃していた様々な新知見をもたらした。特に、埋葬行動が複数の連続す
る要素から構成されており、そのーつーつの要素が種間競争において異なった役割を果たし
て いる こ とを 示し た 点は 、 生態 学 的にも行動 学的にも高く 評価される。
  よって審査員一同は、申請者功qぽ毎道大学博士（理学うの学位を授与される資格のあるも

のと認めた。


